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欧
州
共
同
体
加
盟
間
題
と
英
国
の
世
論

（
二
）田

中

俊

5宜

　
は
じ
め
に

　
マ
ク
ミ
ラ
ン
期

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
期
…

　
ヒ
ー
ス
期

　
国
民
投
票
期

　
結
　
　
　
語

目
　
　
　
次

一二三四五六

四

ヒ

…
以
上
前
号ス

　
期

　
一
　
経
　
　
　
　
緯

　
一
九
六
九
年
四
月
二
八
日
、
英
国
の
E
C
加
盟
の
前
に
立
ち
塞
が
つ
て
き
た
ド
・
ゴ
ー
ル
仏
大
統
領
が
辞
任
し
た
。
こ
の
事
件
を
契
機
に
、
英

国
の
加
盟
間
題
が
欧
州
に
お
い
て
も
、
ま
た
英
国
に
お
い
て
も
三
た
び
表
面
化
し
て
き
た
。
と
く
に
、
E
E
C
の
一
二
年
間
の
過
渡
期
の
終
了
を
目

前
に
し
た
一
九
六
九
年
二
一
月
一
、
二
日
の
両
日
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
E
C
六
力
国
首
脳
会
議
は
「
完
成
」
、
「
強
化
」
、
「
拡
大
」

　
　
　
欧
州
共
同
体
加
盟
間
題
と
英
国
の
世
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
（
＝
一
西
五
）



　
　
　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
（
二
二
四
六
）

さ
れ
た
欧
州
建
設
の
方
針
を
決
定
し
、
英
国
の
E
C
加
盟
の
前
途
は
明
る
い
も
の
と
な
つ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
府
は
、
一
九
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

年
二
月
一
〇
日
、
「
英
国
と
欧
州
共
同
体
1
そ
の
経
済
的
評
価
」
と
題
す
る
白
書
を
発
表
し
、
慎
重
な
態
度
を
守
り
な
が
ら
も
、
目
先
の
負
担

よ
り
も
将
来
の
利
益
を
重
視
し
交
渉
に
入
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
六
月
八
目
、
E
C
閣
僚
理
事
会
は
一
九
六
七
年
に
棚
上
げ
し
た
英

国
の
加
盟
間
題
を
ふ
た
た
び
取
り
上
げ
る
こ
と
を
決
定
し
、
交
渉
の
日
程
も
定
め
ら
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
七
〇
年
六
月
一
八
目
に
行
な
わ
れ
た
総
選
挙
に
お
い
て
、
戦
前
の
予
想
に
反
し
、
保
守
党
が
勝
利
し
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヒ
ー
ス
が

首
相
に
就
任
し
た
。
こ
の
た
め
第
三
回
目
の
交
渉
（
厳
密
に
い
え
ば
第
二
回
目
の
申
請
に
基
づ
く
交
渉
の
第
ニ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
が
）
は
、
ふ
た
た
び
保
守

党
政
府
の
下
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
七
〇
年
の
総
選
挙
で
は
、
保
守
党
、
労
働
党
、
自
由
党
の
三
大
政
党
は
い
ず
れ
も
「
条
件
さ
え
正
し
け
れ
ば
、
E
C
加
盟
を
申
請
す
る
」
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
綱
領
に
う
た
つ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
選
挙
演
説
の
中
で
E
C
間
題
に
言
及
し
た
の
は
、
自
由
党
候
補
者

の
場
合
は
六
五
％
と
多
い
が
、
保
守
党
候
補
者
は
三
八
％
、
労
働
党
候
補
者
は
二
三
％
と
、
選
挙
の
争
点
と
は
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
を
示
し
て
い

（
3
）る

。
後
に
み
る
よ
う
に
、
当
時
の
世
論
の
強
い
反
E
C
感
情
を
考
慮
し
て
、
候
補
者
が
こ
の
間
題
を
意
識
的
に
避
け
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
政
権
に
就
い
た
保
守
党
政
府
は
、
選
挙
前
に
定
め
ら
れ
た
予
定
ど
お
り
、
七
〇
年
六
月
三
〇
日
か
ら
E
C
側
と
の
交
渉
を
開
始
し
た
の
で
あ
6
。

交
渉
は
四
つ
の
具
体
的
間
題
、
す
な
わ
ち
第
一
に
共
同
体
予
算
に
対
す
る
英
国
の
分
担
金
、
第
二
に
英
国
農
業
に
対
す
る
過
渡
期
の
設
定
、
第
三

に
英
連
邦
諸
国
産
の
砂
糖
、
第
四
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産
の
乳
製
品
、
を
め
ぐ
つ
て
行
な
わ
れ
た
。
と
く
に
、
分
担
金
お
よ
び
乳
製
品
の
問
題
を

め
ぐ
つ
て
交
渉
は
難
航
し
た
が
、
七
一
年
五
月
二
〇
、
二
一
日
の
両
日
の
ヒ
ー
ス
日
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
英
仏
首
脳
会
談
で
の
合
意
が
突
破
口
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

つ
い
に
一
九
七
一
年
六
月
二
三
目
、
英
国
と
E
C
と
の
交
渉
は
妥
結
し
た
の
で
あ
る
。
七
月
七
日
、
保
守
党
政
府
は
「
英
国
と
欧
州
共
同
体
」

と
題
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
E
C
加
盟
白
書
」
を
発
表
し
、
問
題
は
英
国
内
に
お
け
る
承
認
へ
と
移
つ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

　
保
守
党
政
府
に
よ
る
加
盟
交
渉
を
静
観
し
て
い
た
労
働
党
は
、
七
月
一
七
日
、
E
C
間
題
を
め
ぐ
つ
て
臨
時
党
大
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
臨
時



党
大
会
は
何
ん
ら
の
決
議
も
採
択
し
な
か
つ
た
が
、
党
内
左
派
の
加
盟
反
対
論
が
優
勢
を
占
め
、
選
挙
に
勝
利
を
収
め
て
い
た
な
ら
ば
加
盟
交
渉

を
推
進
し
た
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
ま
で
、
加
盟
に
原
則
的
に
は
賛
成
し
な
が
ら
も
、
保
守
党
政
府
の
取
り
決
め
た
加
盟
条
件
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

激
し
く
批
判
し
、
「
正
し
い
条
件
」
に
よ
る
加
盟
を
主
張
し
、
予
想
以
上
に
反
対
論
に
傾
い
た
演
説
を
行
な
つ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
労
働
党
は

同
年
一
〇
月
四
－
八
日
の
党
大
会
に
お
い
て
、
ヒ
ー
ス
政
権
の
締
結
し
た
条
件
に
基
づ
く
E
C
加
盟
に
、
約
五
〇
〇
万
票
対
一
〇
〇
万
票
の
大
差

で
反
対
す
る
立
場
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
一
〇
月
二
二
ー
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
保
守
党
大
会
は
、
エ
ノ
ッ
ク
・
パ
ウ
ェ
ル
等
党
内
最

右
翼
の
反
対
派
の
意
見
を
退
け
、
加
盟
支
持
決
議
を
二
、
四
七
四
対
三
二
四
の
圧
倒
的
多
数
で
採
択
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
そ
の
後
、
E
C
加
盟
間
題
は
一
九
七
一
年
一
〇
旦
二
－
二
二
、
二
五
－
二
八
日
の
六
日
間
下
院
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
大
論
争
」

が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
票
決
の
結
果
、
賛
成
三
五
八
、
反
対
二
四
四
、
棄
権
二
二
で
、
英
国
下
院
は
英
国
の
E
C
加
盟
を
政
府
原
案
ど
お
り

表一19

賛成　反対　棄権　欠席　t計
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　　　　1973，p．400．

欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論

承
認
し
た
の
で
あ
る
。
投
票
の
党
派
別
内
訳
は
表
1
19
の
と
お
り
で
あ
る
。
保
守
党
は
自
由
投
票
を

行
な
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
反
対
は
三
九
名
に
と
ど
ま
つ
た
の
対
し
、
労
働
党
の
場
合
は
、
党
の
指

令
に
公
然
と
反
対
し
て
、
・
イ
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
副
党
首
を
含
む
党
内
右
派
の
六
九
名
の
議
員
が

政
府
側
に
付
き
、
さ
ら
に
二
〇
名
が
棄
権
し
た
こ
と
に
よ
り
、
加
盟
決
議
案
は
一
〇
〇
票
以
上
の
大

差
で
下
院
を
通
過
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
つ
い
に
、
一
九
七
二
年
一
月
二
二
日
、
英
国
は
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と

と
も
に
「
欧
州
経
済
共
同
体
お
よ
び
欧
州
原
子
力
共
同
体
麹
盟
条
約
」
に
調
印
し
た
。
席
上
ヒ
ー
ス
首

相
は
「
こ
の
調
印
式
は
一
つ
の
終
り
と
一
つ
の
始
ま
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
数
世
紀
に
わ
た
つ
て

欧
州
を
揺
が
せ
た
分
裂
の
終
り
で
あ
り
、
新
し
い
偉
大
な
統
一
欧
州
建
設
の
新
た
な
段
階
の
始
ま
り

　
（
8
）

で
あ
る
」
と
述
べ
、
英
国
の
E
C
加
盟
の
歴
史
的
意
義
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
二
二
四
七
）



　
　
　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
（
コ
一
西
八
）

　
そ
の
後
、
英
国
内
に
お
い
て
は
、
E
C
の
共
同
体
法
に
国
内
法
的
効
力
を
与
え
る
た
め
の
「
欧
州
共
同
体
法
案
」
が
審
議
さ
れ
た
が
、
こ
の
議

論
の
中
で
国
民
投
票
の
問
題
が
新
た
に
注
目
を
浴
び
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
「
E
C
加
盟
の
間
題
を
国
民
投
票
に
か
け
よ
」
と
い
う
主
張
を
最
初
に
唱
え
た
の
は
、
一
九
六
九
年
一
二
月
に
保
守
党
の
ブ
ル
ー
ス
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

キ
ャ
ン
ベ
ル
の
提
案
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
こ
の
提
案
は
わ
ず
か
五
五
票
の
賛
同
を
得
た
だ
け
で
葬
り
去
ら
れ
、
七
〇
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

三
大
政
党
の
党
首
は
す
べ
て
国
民
投
票
の
構
想
に
反
対
を
表
明
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
反
E
C
的
な
世
論
を
背
景
に
、
国
民
投
票
の
考

え
は
保
守
党
お
よ
び
労
働
党
の
加
盟
反
対
派
に
よ
つ
て
急
速
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
「
欧
州
共
同
体
法
案
」
が
審
議
さ

れ
て
い
た
七
二
年
三
月
一
四
日
、
ネ
ィ
ル
・
マ
ー
テ
ィ
ン
等
保
守
党
議
員
六
名
に
よ
つ
て
、
結
果
は
政
府
を
拘
束
し
な
い
諮
問
的
な
国
民
投
票
の

実
施
を
求
め
た
「
国
民
投
票
修
正
案
」
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
月
一
五
日
、
E
C
問
題
で
総
選
挙
を
行
な
う
こ
と
を
求
め
る
決
議
を
提
出

し
て
い
た
労
働
党
の
「
影
の
内
閣
」
は
、
こ
の
修
正
案
を
支
持
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
が
、
二
週
間
後
の
三
月
二
九
日
に
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
等

が
態
度
を
変
え
た
結
果
、
八
対
六
で
修
正
案
支
持
へ
と
方
針
を
逆
転
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
態
度
変
更
の
動
機
は
、
第
一
に
三
月

一
六
日
に
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
仏
大
統
領
が
「
E
C
拡
大
条
約
」
を
国
民
投
票
に
か
け
る
と
の
爆
弾
演
説
を
行
な
つ
た
こ
と
、
第
二
に
三
月
二
四
日
に

ヒ
ー
ス
政
府
が
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
間
題
で
同
地
域
内
に
限
定
し
た
国
民
投
票
を
実
施
す
る
意
向
を
表
明
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い
た
。
結
果
的
に

は
、
こ
の
「
国
民
投
票
修
正
案
」
は
四
月
一
八
目
、
賛
成
二
三
七
、
反
対
二
八
八
で
下
院
に
お
い
て
否
決
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
、
労
働
党
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

で
は
総
選
挙
に
代
つ
て
国
民
投
票
を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
つ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

　
「
欧
州
共
同
体
法
案
」
は
、
結
局
、
七
二
年
七
月
一
三
目
、
賛
成
三
〇
一
、
反
対
二
八
四
、
棄
権
一
七
で
下
院
を
通
過
し
、
一
〇
月
一
七
日
女

王
の
裁
可
を
得
て
成
立
し
、
英
国
は
、
一
九
七
三
年
一
月
一
日
、
国
民
投
票
の
結
果
に
基
づ
い
て
加
盟
を
断
念
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
除
い
て
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
と
も
に
、
宿
願
の
E
C
に
正
式
加
盟
し
た
の
で
あ
る
。



　
二
　
世
　
論
動
　
向

　
第
二
回
目
の
申
請
が
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
に
よ
つ
て
拒
否
さ
れ
て
以
来
、
E
C
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
は
あ
ま
り
行
な
わ
れ
ず
、
ギ
ャ
ラ
ッ
プ

社
が
調
査
を
本
格
的
に
再
開
し
た
の
は
、
労
働
党
政
府
が
「
E
C
白
書
」
を
発
表
し
た
一
九
七
〇
年
二
月
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
点
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

世
論
は
、
加
盟
賛
成
二
二
％
、
反
対
五
七
％
、
D
K
二
一
％
と
、
加
盟
反
対
論
が
著
し
く
高
ま
つ
て
お
り
、
マ
ク
、
・
・
ラ
ン
期
お
よ
び
ウ
ィ
ル
ソ
ン

の
前
期
と
は
賛
否
が
完
全
に
逆
転
し
て
お
り
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
府
の
交
渉
時
と
比
べ
て
も
反
E
C
感
情
が
非
常
に
強
ま
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同

じ
時
期
、
E
C
委
員
会
が
依
託
し
た
世
論
調
査
の
結
果
を
み
る
と
（
英
国
で
は
ハ
リ
ス
社
が
担
当
）
、
E
C
加
盟
国
の
世
論
が
英
国
の
加
盟
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

非
常
に
好
意
的
で
あ
り
、
英
国
内
の
世
論
と
ま
つ
た
く
好
対
照
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
表
1
2
0
参
照
）
。

対
論
が
強
い
英
国
民
も
、
ど
の
よ
う
な
加
盟
条
件
が
得
ら
れ
る
か
交
渉
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
（
表
1
2
1
参
照
）
、

表一20英加盟に対するEC加盟国民の態度

　問　英国の共同市場への加入についてあなた

　　　は賛成ですか，反対ですか（％）。

「
D．K．

13

24

24

23

29

40

！

i反対1
＿

1　8

　　6

　　7

　　11

賛成

8
　
9

79

70

69

66

63

51

オランダ

ルクセンブルグ

西ドイツ

フランス

ベルギー

イタリア

288

1863

64

19

欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論

EC全体

英国
　出所：Uwe　Kitzinger，oρ．‘♂’．，p．33．

表一21

　問　政府がどのような条件を得ることがでぎ

　　　るかをみるため共同市場と交渉すべきだ

　　　と思いますか，すべきでないと思います

　　　か。　（ORC，1970年2月）

　％（7
　
Q
り
　
F
D

6
　
“
乙

　
い

　
驚噌

奮

す
す
n

出所：Dov　Zakheim，Britain　and　the　EEC＝

　　　　Opinめn　Poll　Data1970－72，ノb％7％α」（ゾ

　　　　Oo卿η¢oκル勉z勉J　S伽認63，Vo1．11，No．

　　　　3，March1973，p．202．

表一22

　問　あなた自身が欧州共同市場

　　　かどうかは別にして，英国

　　　すると思いますか。（ORC，

　　　　　英た
・に賛成である　国　だ

はいつか加入は』
、1970年2月）　い
　　　　　つ　こ
一　　　　　か　の
　　　　　は　よ
　　　　　E　う
　　　　　Cに
　　　　　に加
　　　　　加盟
3・　　　盟反

　　　　はい　　　76（％）

　　　　いいえ　　　13

　　　　D．K．　　　　11

出所：Dov　Zakheim，必躍．，P．20

二
一
　
　
（
二
二
四
九
）



図一3　ヒース期における世論動向（ギャラップ，ORC，季間平均値）
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欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論
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　1970　　　　1971　　’　1972
出所：Roger　Jowell　and　Gerald　Hoinville（eds．），oρ，6〃．，p．24，

II　Hl　w
1973　Quarters

表一23　EC加盟に対する国民の態度　1970年7月一72年12月

（ギャラップ，月間平均値，％）

問　政府が欧州共同市場に加盟を申請することについて，あなたは賛成ですか，反対

　ですか（1971年6月まで）。（以後）現在あなたが知つている事実に基づいて，あな

　たは共同市場に英国が加入することにっいて賛成ですか・反対ですか。

11970　　　　　　　1971

7　11　3

欝
銀

6　8　10
　1972
12　　　　2　　　　　5　　　　7　　　　9　　　　12

23　　　　16　　　　19　　　24　　　　　39　　　　32　　　　38

56　　　　66　　　　60　　　58．7　　　　43　　　　51　　　47

－33　　－50　　－41　－34．7　　　－4　　－19　　　－9

21　　　18　　　21　　17．3　　　18　　　17　　　15

42

41

十1

17

41　　　36　　　　40　　　　39

45　　　51　　　42　　　45

－4　　－15　　　－2　　　－6

14　　　　13　　　18　　　16

　
　
　
二
二
　
　
（
一
三
五
〇
）

．
　
　
　
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

㎜
㎝

妨
記
　
　
予
想
し
て
い
た
の
で
あ

血
ぬ

　
・
　
　
る
（
表
1
22
参
照
）
。

勿
血

び
　
む

磁
Y
　
　
　
こ
の
よ
う
に
加
盟
反

8
W

勉
醗
　
　
対
の
世
論
が
増
加
し
た

認
。
原
因
は
、
E
c
の
加
盟

（
1
成

叩
F
作
　
が
生
計
費
の
高
騰
を
招

訓
留
駒

G
1
1

5
　
く
と
い
う
心
配
が
国
民

E
初
1
2

膓
既
の
間
に
根
深
く
浸
透
し

　
か
　

働
豊
て
い
た
こ
と
に
あ
り
、

　
グ
　
　

％
O
J
　
加
盟
に
と
も
な
つ
て
食

－
爾
∬り

瀞
ん
－
　
料
品
価
格
が
急
騰
す
る

鉱
％
卯

。
痂
a
　
と
考
え
る
人
々
は
七
二

雛
髪
し
て
藁
第

幽
儲
二
に
・
英
罠
が
・
英

　
　
ノ
　
　
　

v
㎜
u
s
　
国
は
単
独
で
や
つ
て
い

恥
吻
㎞

　
　
　
　
く
こ
と
が
で
き
る
」
と

所出　
　
　
　
信
じ
ざ
る
を
得
な
く
な



つ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
二
度
ま
で
も
加
盟
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
で
英
国
の
誇
り
を
傷
つ
け
ら
れ
た
こ
と
と
、
赤
字
を
続
け
て
い
た
貿

易
収
支
が
六
九
年
八
月
以
後
黒
字
に
転
じ
た
こ
と
で
国
民
が
自
信
を
回
復
し
た
こ
と
に
よ
り
、
必
ず
し
も
E
C
の
助
け
を
借
り
な
く
と
も
よ
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

い
つ
た
考
え
が
出
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
加
盟
反
対
の
世
論
が
非
常
に
高
ま
つ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
〇
年
六
月
か
ら
保
守
党
政
府
の
手
に
よ
つ
て
加
盟

交
渉
は
開
始
さ
れ
た
。
交
渉
開
始
か
ら
加
盟
実
現
に
至
る
ヒ
ー
ス
期
の
世
論
の
動
向
は
図
1
3
の
と
お
り
で
あ
り
、
月
問
平
均
値
は
表
1
2
3
の
ご

と
く
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
E
C
側
と
の
間
で
行
な
わ
れ
た
交
渉
中
、
国
民
の
五
〇
1
六
〇
％
は
加
盟
申
請
に
反
対
し
て
お
り
、
交
渉
は
こ
の
よ

う
な
国
民
の
意
向
と
は
逆
行
し
て
、
ヒ
ー
ス
政
府
に
よ
つ
て
強
引
に
押
し
進
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
支
持
政
党
別
に
み
る
と
、
こ
の

時
点
で
は
、
三
大
政
党
と
も
加
盟
を
少
な
く
と
も
原
則
的
に
は
主
張
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
大
政
党
の
支
持
者
は
い
ず
れ
も
そ
の
多
数

が
加
盟
に
反
対
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
表
！
2
4
参
照
）
。
ま
た
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
府
の
交
渉
に
対
し
て
マ
ク
、
ミ
ラ
ン
期
と
は
正
反
対
の
態
度
を

表一24　支持政党別態度

　　　　（ハリス，1971年4月，％）

問　英国が欧州共同市場に加入するこ

　　とについてあなたは賛成ですか，

　　反対ですか。

　　1全倒保労自
　20　　14　　22

　56　　69　　65

－36　　－55　　－43

　24　　17　　13

　17

　63

－46

　20

欝
銀

欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論

出所：Dov　Zakheim，’6f4．，P．195、

示
し
た
保
守
党
支
持
者
の
場
合
と
同
様
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
期
で
加
盟
に
賛
意
を
表
明
し
て
い

た
労
働
党
支
持
者
の
多
く
は
、
そ
の
態
度
を
変
え
、
ヒ
ー
ス
期
で
は
加
盟
に
反
対
し
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
与
党
保
守
党
の
支
持
者
の
多
く
も
保
守
党
政
府
が
推
進
す
る
加

盟
に
依
然
と
し
て
反
対
し
続
け
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
大
き
な
転
換
点
が
一
九
七
二
年
七
月
に
訪
れ
た
。
交
渉
そ
の
も
の
が
妥
結
し
、

七
月
七
日
の
保
守
党
政
府
の
「
E
C
加
盟
白
書
」
の
発
表
を
境
に
、
加
盟
賛
成
の
世
論
が
急
上
昇

し
た
の
で
あ
る
。
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
調
査
で
も
、
賛
否
の
差
が
急
激
に
縮
ま
つ
た
の
が
明
ら
か

で
あ
る
（
表
1
2
5
参
照
）
が
、
「
E
C
加
盟
白
書
」
の
発
表
の
前
後
に
行
な
わ
れ
た
O
R
C
の
二

つ
の
調
査
が
こ
の
間
の
世
論
の
大
幅
な
動
き
を
最
も
劇
的
に
表
わ
し
て
い
る
。
表
1
26
が
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
（
二
二
五
一
）



欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論

と
お
り
、
全
体
と
し
て
加

盟
賛
成
論
が
一
挙
に
多
数

を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、

支
持
政
党
別
に
み
て
も
、

社
会
的
特
性
別
に
み
て

も
、
す
ぺ
て
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
わ
た
つ
て
賛
成
論
の

増
加
、
反
対
論
の
減
少
と

い
う
態
度
の
変
化
が
見
い

表一25

（ギャラッブ，％）

賛成　反対　（差）D．K．

197L6（末）　24　　60　－36　　16

197L7（末）　　35　　44　－9　　21

出所：Dov　Zakheim，伽4，，P．192．

表一26

　問　英国が欧州共同市場に加入することについてあなたはどの程度好意的ですか，あ

　　　るいはどの程度反対ですか（ORC，％）。

1971．7．21－25

好意的※反対×※　（差）D．K，
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厚
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部
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部
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工

南
ウ
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中
北
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コ
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地
域

　※　　非常に好意的・やや好意的を合わせて

　※※　まつたく反対，やや反対を合わせて

出所：Uwe　Kitzinger，oクo’ちP。360－361より作成。



出
さ
れ
る
。
と
く
に
保
守
党
支
持
者
、
上
流
・
中
流
階
級
、
地
域
的
に
は
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
南
部
に
お
い
て
、
加
盟
賛
成
派
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
反
対
論
は
、
減
少
し
た
も
の
の
、
政
党
支
持
で
は
労
働
党
、
性
別
で
は
女
性
、
年
令
で
は
六
五
以
上
、
階
級
で

は
熟
練
工
以
下
の
階
級
に
、
地
域
的
に
は
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
西
部
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
、
依
然
と
し
て
多
数
を
占
め
、
反
対
論
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

根
強
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
そ
の
後
も
続
く
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
交
渉
の
妥
結
と
保
守
党
政
府
の
「
E
C
加
盟
白
書
」
め
発
表
に
と
も
な
つ
て
世
論
は
急
激
な
変
化
を
み
せ
、
七
一
年
八
月
に

は
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
調
査
で
も
賛
成
三
九
％
、
反
対
四
三
％
、
D
K
一
七
％
と
賛
否
の
差
が
マ
イ
ナ
ス
四
％
に
ま
で
加
盟
賛
成
論
が
回
復
し
て
き

た
。
し
か
し
、
労
働
党
が
保
守
政
府
の
加
盟
条
件
に
反
対
し
、
下
院
に
お
い
て
「
大
論
争
」
が
行
な
わ
れ
た
七
一
年
一
〇
月
に
は
賛
否
の
差
が
マ

イ
ナ
ス
一
九
％
と
加
盟
反
対
論
が
ふ
た
た
び
強
く
な
つ
た
。
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
調
査
で
、
加
盟
賛
成
論
が
わ
ず
か
で
も
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な

つ
た
の
は
、
「
大
論
争
」
を
経
て
、
「
加
盟
条
約
」
が
調
印
さ
れ
た
後
の
七
二
年
二
月
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
こ
の
優
位
も
長
く
は
続
か
ず
、
「
欧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
F
）

州
共
同
体
法
案
」
が
審
議
さ
れ
て
い
た
五
月
以
後
、
加
盟
反
対
論
が
再
度
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
（
表
ー
2
3
参
照
）
。
こ
の
よ
う

に
、
政
治
の
表
舞
台
で
は
、
E
C
加
盟
に
と
も
な
う
国
内
的
手
続
が
着
々
と
押
し
進
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
政
策
は
国
民
の
積
極
的

な
支
持
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
世
論
は
二
分
し
、
む
し
ろ
加
盟
反
対
論
が
わ
ず
か
な
が
ら
優
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
注
目
す
べ
き
は
、
E
C
加
盟
問
題
が
議
会
の
内
外
で
激
し
く
議
論
さ
れ
た
一
九
七
一
年
五
月
か
ら
七
二
年
三
月
ま
で
の
期
間
に
お
い

て
さ
え
も
、
国
民
の
大
多
数
は
、
E
C
間
題
を
英
国
が
直
面
す
る
最
も
緊
急
な
間
題
と
考
え
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
表
1
2
7
が
示
す
ご
と
く
、

国
民
は
日
々
の
生
活
に
直
結
す
る
雇
用
・
失
業
の
間
題
な
ら
び
に
物
価
・
生
計
費
の
間
題
を
最
も
緊
急
な
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
解
決
を
求
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

お
り
、
E
C
加
盟
に
対
す
る
熱
意
の
な
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
英
国
の
E
C
加
盟
間
題
に
関
す
る
国
民
投
票
の
実
施
に
つ
い
て
国
民
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
、
マ

ク
ミ
ラ
ン
期
に
お
い
て
も
、
ま
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
期
に
お
い
で
も
、
E
C
加
盟
問
題
の
最
終
的
な
決
定
を
政
府
お
よ
び
議
会
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

　
　
　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
（
二
二
五
三
）



欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論

表一27

問　現在英国が直面している最も緊急な問題は何だと思いますか。

　　　　　　　　　（ギャラップ，1971年5月一72年3月，％）

1　1971　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1972

　　568910111212323　　18　　28　　28　　36　　32　　43　　37　　27　　28

31　　41　　24　　27　　22　　20　　21　　18　　14　　25

一　　一　　15　　17　　12　　20　　12　　12　　14　　17

12988454133311
1119131013137527
6456445635

雇用・失業

物価・生計費

アイルランド

ストライキ，労使関係

共同市場

その他

出所＝Uwe　Kitzinger，oρ．o♂∫．，PP、356－357．

表一28

問　英国が欧州共同市場に加入する問題について，どのように結

　　着をつけるべきだと思いますか。（ギャラップ，％）

1967．51962．7

8
　
9
　
3

Q
σ
　
4
　
噌
⊥

9
　
3
　
8

n
乙
　
F
D
　
曽
⊥

政府（議会）によつて

総選挙によつて

D．K．

出所：Gallup　Poll，oρ．6∫∫．，p．58，H：enry　Durant，oρ．oJ≠。，p．242

　　より作成。

二
六
　
　
（
一
三
五
四
）

表一29

　問　英国が共同市場に加入すべきか否かについてわが国で国民投

　　　票を行なうべきだと思いますか，行なうべきでないと思いま

　　　すか。　（NOP，1972年4月11－16目，％）

自労保加盟賛成　反対全体

56　83　72

40　12　23
4　　5　　5

0
7
3

9行なうべぎ　　　　　70　　　52

行なうべきでない　　25　　　45

D．K．　　　　　　　　　5　　　　　3

出所：Dov　Zakheim，oρ。o♂∫．，P．226．

総
選
挙
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
多
か
つ
た
（
表
1
2
8
参
照
）
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
つ
て
総
選
挙
で
は
な
く
、
国
民
投
票

に
よ
つ
て
最
終
的
な
判
断
を
下
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
の
主
張
に
変
わ
り
、
七
一
年
二
月
の
ハ
リ
ス
社
の
調
査
で
は
、
E
C
加
盟
間
題
に
つ
い
て
七
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

％
が
国
民
投
票
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
さ
ら
に
、
「
国
民
投
票
修
正
案
」
が
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
た
七
二
年
四
月
の
時
点
に

お
い
て
も
七
〇
％
が
国
民
投
票
を
求
め
て
い
た
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
加
盟
に
反
対
す
る
人
々
が
圧
倒
的
に
国
民
投
票
を
支
持
し
て
い
た
が
、



加
盟
賛
成
の
人
々
も
多
数
は
こ
の
考
え
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
支
持
政
党
別
に
み
る
と
、
国
民
投
票
の
考
え
は
労
働
党
支
持

者
、
自
由
党
支
持
者
の
中
で
圧
倒
的
に
強
く
、
保
守
党
支
持
者
の
場
合
も
多
数
は
国
民
投
票
を
求
め
て
お
り
、
国
民
投
票
は
超
党
派
の
国
民
の
要

求
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
（
表
1
2
9
参
照
）
。

　
（
1
）
O
ミ
蕊
導
含
o。
O
矯
国
●
匡
φ
9
一
鶏
9
概
要
は
、
佐
藤
裕
美
「
英
国
の
E
E
C
加
盟
の
経
済
的
効
果
」
、
『
経
済
と
外
交
』
五
七
七
号
、
一
九
七
〇
年
六
月
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
（
2
）
　
男
ミ
・
ω
。
O
声
茜
切
註
畿
。
。
》
O
§
箋
ミ
史
禽
欺
§
さ
§
噛
塁
ご
砺
這
も
も
1
這
関
ト
■
o
鼠
o
P
竃
碧
日
∈
き
し
S
9
署
・
逡
N
－
認
o。
》
o。
臼
6
象
る
謹
参
照
。

　
（
3
）
　
U
国
く
一
α
ω
旨
一
段
き
儀
寓
一
9
器
一
勺
冒
貯
？
U
＝
ω
魯
ぎ
玲
ざ
↓
濤
ヒ
ロ
ミ
賊
息
O
§
隻
ミ
史
ミ
畿
§
剣
這
閃
9
■
o
＆
o
詳
蜜
8
ヨ
一
一
鼠
P
お
β
P
瞳
O
参
照
。

　
（
4
）
　
交
渉
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
q
名
Φ
囚
一
9
ぎ
鴨
び
o
サ
9
罰
o
げ
碧
け
R
o
。
噛
倉
腔
目
8
属
o
琶
堕
S
ミ
ミ
物
象
閏
ミ
蓬
㍉
切
註
ミ
き
．
砺
≧
鳴
鷺
畿
ミ
ご
謹
ミ
ミ
き
軸
肉
ミ
下

　
　
愚
恥
§
9
§
§
§
軌
量
這
蓉
占
ミ
即
■
o
民
0
9
頃
①
ぎ
Φ
ヨ
程
口
o
蚕
U
塁
一
q
ω
冨
艮
g
肉
ミ
魯
♪
O
ミ
肉
ミ
愚
“
い
o
且
o
p
ω
8
犀
R
”
且
ミ
巽
9
霞
斡

　
　
一
零
鱒
邦
文
で
は
伊
藤
勝
美
「
拡
大
E
C
と
イ
ギ
リ
ス
e
、
⇔
、
⑫
」
、
『
比
較
法
政
』
三
、
四
、
五
号
、
一
九
七
三
、
七
四
年
に
詳
し
い
。

　
（
5
）
O
ミ
醤
斜
囑
昼
国
ピ
・
ω
・
ρ
H
S
一
ー

　
（
6
）
　
一
九
七
一
年
七
月
労
働
党
臨
時
大
会
の
模
様
は
、
北
西
允
「
イ
ギ
リ
ス
の
欧
州
共
同
体
加
盟
を
め
ぐ
る
労
働
党
の
内
部
論
争
－
特
別
党
大
会
（
一
九
七
一
年
七
月
一
七
日
）

　
　
　
の
顛
末
」
、
『
政
経
論
叢
』
二
巻
三
・
四
号
、
一
九
七
二
年
一
〇
月
に
詳
し
く
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　
（
7
）
　
き
§
侮
皇
9
ミ
§
§
勲
＜
o
一
’
oo
鴇
℃
O
o
ド
O
一
一
1
一
ミ
一
、
一
〇
総
－
一
一
〇〇
9
一
b
o
認
－
一
“
ω
o。
鰯
置
o。
？
一
臼
9
一
お
㌣
N
O
器
矯
8
お
－
田
一
〇
〇
．
「
大
論
争
」
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
勝
美
、
前

　
　
掲
論
文
⇔
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
8
）
　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
二
年
一
月
二
三
日
。

　
　
（
9
）
写
一
ぎ
0
。
o
象
貰
“
畢
鳶
－
き
ミ
牒
ミ
q
§
鍵
ミ
％
↓
ぎ
鮪
。
鳶
織
き
恥
肉
蝋
ミ
§
§
ミ
9
ミ
鷺
馬
讐
ー
§
軋
ミ
恥
9
ミ
鷺
尉
醤
誉
・
き
恥
肉
獣
ミ
§
§
罫

　
　
ぎ
口
自
8
噂
U
”
〈
一
ω
も
o
》
耳
o
さ
一
零
ρ
や
漣
。

　
　
（
10
）
　
男
匡
一
な
0
8
ユ
『
四
旨
礼
ミ
罫
℃
P
口
占
oo
る
令
謡
参
照
。

　
　
（
1
1
）
　
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
つ
い
て
は
、
℃
獣
一
昼
O
o
＆
げ
帥
旨
嵐
鷺
罫
づ
マ
鴇
占
ρ
河
合
秀
和
「
イ
ギ
リ
ス
の
「
国
益
」
1
七
五
年
六
月
の
国
民
投
票
を
め
ぐ
つ
て
」
、
『
国
際

　
　
問
題
』
一
八
八
号
、
一
九
七
五
年
一
一
月
、
一
二
－
二
四
を
参
照
。
な
お
同
論
文
は
、
河
合
秀
和
『
政
党
と
階
級
ー
イ
ギ
リ
ス
現
代
政
治
の
転
換
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七

　
　
　
七
年
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
1
2
）
U
o
〈
ψ
N
”
写
o
一
β
切
馨
巴
昌
”
民
9
Φ
国
国
O
”
｝
o
一
一
U
”
鼠
一
零
㌣
賀
誉
ミ
蓉
、
魚
9
ミ
ミ
§
§
幕
災
的
ミ
ミ
塁
＜
o
一
・
一
ど
2
ρ
ω
噛
寓
鶏
畠
一
〇
お
一

　
　
℃
。
一
旨
。

　
　
（
13
）
q
名
①
困
§
凝
Φ
び
魯
g
鉾
も
p
。
。
㌣
。
。
ω
る
㎝
ρ
勾
o
矯
勺
曙
8
噂
臼
壽
き
ミ
誉
魚
き
恥
肉
ミ
愚
鮎
§
q
§
ミ
黛
ミ
§
ピ
o
民
o
p
野
箒
『
名
o
旨
げ
の
し
鴇
ω
も
ヤ

　
　
一
8
山
認
参
照
。

　
　
　
　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
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二
七
　
　
（
一
三
五
五
）



国民投票を求める声

問

（
18
）

（
想
）

共同市場に加入するか否かについて国民

投票を行なうべきだと思いますか，ある

いは政府が決定すぺきだと思いますか

（ハリス，％）o

1971．2 1971．4

ご
≦
①
囚
一
9
ぎ
閃
g
覧
ミ
野
℃
マ
撃
脇
刈
参
照
。

賛否の差

（ORC，％）

国民投票

政　　府

D．K．
9
7
4

厚
4
1 5

0
5

7
2

出所：Dov　Zakheim，ρρ．‘菰，1九226．

4
6
2
3
1
0
4
1
1
m
E
6
3
4
6
5
9

十
一
十
十
陶
一
一
一
一
一
十
一
十
十
一

　
　
　
　
　
　
3

23
　
　
　
　
　
　
　

　
　
2
　
　
9
6
0
0
7
　
　
　
　
　
　
　
7

　
8
2
5
1
2
1
1
1
7
6
5
9
7
1

跡
牛
聾
r
聾
か
雅
卜
聾
年
象
r
卜
＄
恰

7。

＆
＆
軌
軌
9
軌
0
。
α
L
a
3
。
4
。
5
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
　
　
　
　
　
　
η

9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

出所：Uwe　Kitzin・

　　ger，歪房鼠，P．366

　　より作成。

（U）

　
臼
”
旨
o
ω
ω
噂
o
昌
o
P
o
暦
●
亀
、
‘
℃
・
曽
・

（
15
）
　
↓
雨
類
§
§
脳
ミ
↓
§
塗
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
六
九
年
一
二
月
二
八
日
よ
り
引
用
．

（
1
6
）
　
d
名
呂
国
一
訂
ぎ
鴨
び
魯
●
ら
鋒
℃
℃
マ
ω
串
ω
＄
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
17
）
　
こ
の
時
期
、
O
R
C
に
よ
る
調
査
結
果
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論

八

（
一
一
二
五
六
）



五
　
国
民
投
票
期

　
一
　
経
　
　
　
　
　
緯

　
英
国
は
、
一
九
七
三
年
一
月
一
日
、
念
願
の
E
C
の
正
式
加
盟
を
果
し
た
。
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ソ
ー
ム
ズ
お
よ
び
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ム
ソ
ン
が

E
C
委
員
会
の
委
員
に
起
用
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
対
外
関
係
と
地
域
政
策
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
数
百
名
の
英
国
人
が
E
C
官
僚
と
し
て
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
や
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
で
活
躍
し
始
め
た
。
加
盟
条
件
に
不
満
な
労
働
党
は
、
欧
州
議
会
へ
の
議
員
派
遣
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
て
い
た
が
、

こ
れ
で
一
〇
数
年
の
長
き
に
わ
た
つ
た
英
国
の
E
C
加
盟
問
題
も
幕
を
閉
じ
、
す
べ
て
は
順
調
に
行
く
も
の
と
の
楽
観
論
が
強
く
な
つ
て
い
つ

（
1
）

た
。　

し
か
し
な
が
ら
、
一
年
後
の
一
九
七
四
年
二
月
二
八
日
の
総
選
挙
に
お
い
て
与
党
保
守
党
が
破
れ
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
の
様
相
は
一
変
し

た
。
こ
の
選
挙
は
、
石
油
危
機
の
最
中
い
わ
ゆ
る
「
石
炭
ス
ト
」
に
手
を
焼
い
た
ヒ
ー
ス
政
府
が
、
「
英
国
を
統
治
す
る
の
は
誰
か
ー
政
府
か

労
働
組
合
か
」
の
ス
・
ー
ガ
ン
の
下
に
議
会
を
解
散
し
た
結
果
行
な
わ
れ
た
が
、
保
守
党
は
得
票
総
数
で
は
労
働
党
を
上
回
つ
た
も
の
の
、
議
席

数
で
は
第
一
党
の
座
を
労
働
党
に
奪
わ
れ
、
政
権
は
ふ
た
た
び
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
手
に
移
つ
た
の
で
あ
る
。
労
働
党
は
、
こ
の
総
選
挙
に
お
い
て
、

E
C
加
盟
条
件
の
再
交
渉
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
が
成
功
し
た
暁
に
は
総
選
挙
も
し
く
は
諮
問
的
な
国
民
投
票
の
形
で
国
民
の
審
判
を
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ぐ
こ
と
を
公
約
に
掲
げ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
選
挙
演
説
の
中
で
労
働
党
候
補
者
の
七
八
％
が
再
交
渉
を
主
張
し
、
六
七
％
が
国
民
投
票
を
要
求
し

　
　
　
　
　
　
（
3
）

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
労
働
党
政
府
は
、
選
挙
の
公
約
に
従
つ
て
、
一
九
七
四
年
四
目
一
日
、
E
C
閣
僚
理
事
会
の
席
上
、
保
守
党
政
府
が
獲
得
し
た
加

盟
条
件
に
反
対
す
る
旨
を
正
式
に
表
明
し
、
加
盟
条
件
の
再
交
渉
を
要
求
し
た
。
具
体
的
に
は
、
E
C
予
算
に
対
す
る
英
国
の
分
担
金
の
軽
減
、

共
通
農
業
政
策
の
手
直
し
（
と
く
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産
乳
製
品
に
対
す
る
特
例
の
延
長
）
、
発
展
途
上
国
へ
の
貿
易
・
開
発
援
助
政
策
の
手
直
し

　
　
　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
（
＝
二
五
七
）



　
　
　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
（
一
三
五
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

（
と
く
に
英
連
邦
諸
国
産
の
砂
糖
の
輸
入
問
題
）
、
地
域
・
産
業
政
策
の
推
進
が
交
渉
の
対
象
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
英
国
の
要
求
に
基
づ
き
、
七
四
年
六
月
か
ら
E
C
側
と
の
間
で
再
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
が
、
同
年
一
〇
月
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
府
は
安

定
政
権
を
目
指
し
て
議
会
を
解
散
し
た
。
し
か
も
、
労
働
党
は
、
そ
の
選
挙
綱
領
の
中
で
「
選
挙
後
一
ニ
ヵ
月
以
内
に
、
英
国
が
条
件
を
受
け
入

れ
て
と
ど
ま
る
か
、
あ
る
い
は
条
件
を
拒
否
し
て
脱
退
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
英
国
民
に
■
投
票
箱
を
通
じ
て
最
終
的
な
判
断
を
求
め
、
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

も
そ
の
声
は
政
府
を
拘
束
す
る
」
こ
と
を
約
束
し
た
。
さ
ら
に
、
労
働
党
候
補
者
の
八
○
％
が
選
挙
演
説
の
中
で
国
民
投
票
を
主
張
し
た
の
で
あ

（
6
）る

。
選
挙
の
結
果
、
労
働
党
は
三
一
九
議
席
を
獲
得
し
て
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
少
数
与
党
の
地
位
を
脱
し
、
七
五
年
一
月
二
三
目
、
ウ
ィ
ル
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ン
は
七
五
年
六
月
ま
で
に
国
民
投
票
を
行
な
う
こ
と
を
表
明
し
、
二
月
二
六
日
、
「
国
民
投
票
白
書
」
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
間
、
E
C
側
と
の
間
で
行
な
わ
れ
て
い
た
再
交
渉
で
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
英
国
の
E
C
脱
退
も
あ
り
う
る
」
と
の
威
嚇
が
功
を
奏
し
、

英
国
の
要
求
が
次
々
と
受
け
入
れ
ら
れ
、
最
後
ま
で
交
渉
の
懸
案
と
な
つ
て
い
た
予
算
分
担
金
の
適
正
化
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産
乳
製
品
の
輸

入
保
証
の
間
題
に
つ
い
て
も
、
七
五
年
三
月
一
〇
、
一
一
日
の
両
日
ダ
ブ
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
欧
州
理
事
会
に
お
い
て
、
最
終
的
な
合
意

　
　
　
（
8
）

に
達
し
た
。
こ
こ
に
、
英
国
の
再
交
渉
は
終
了
し
、
最
後
ま
で
交
渉
に
抵
抗
を
示
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
大
統
領
は
「
限
度
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ぱ
い
譲
歩
し
た
、
あ
と
は
英
国
次
第
」
と
の
台
詞
を
残
し
て
ダ
ブ
リ
ン
を
あ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
ダ
ブ
リ
ン
の
勝
利
」
が
獲
得
さ
れ
た
同
じ
三
月
一
一
目
、
英
国
下
院
は
、
一
三
二
対
二
六
二
で
政
府
の
「
国
民
投
票
白
書
」
を
承
認
し
、
国

民
投
票
を
行
な
う
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
内
閣
は
、
再
交
渉
の
結
果
に
つ
い
て
検
討
し
、
三
月
一
八
日
、
一
六
対
七
で
再
交

渉
に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
条
件
を
受
け
入
れ
、
E
C
に
残
留
す
る
こ
と
を
政
府
と
し
て
国
民
に
勧
告
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
下
院
も
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

九
日
、
政
府
の
「
E
C
残
留
白
書
」
を
承
認
し
、
E
C
残
留
勧
告
決
議
を
、
賛
成
三
九
八
、
反
対
一
七
二
で
採
択
し
た
の
で
あ
る
。
票
決
の
党
派

別
内
訳
は
表
1
30
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
再
交
渉
の
「
成
功
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
与
党
労
働
党
は
分
裂
し
、
反
対
派
が
多
数

を
占
め
、
政
府
案
は
野
党
の
保
守
党
、
自
由
党
の
協
力
を
得
て
通
過
し
た
こ
と
で
あ
る
。
労
働
党
内
の
反
対
派
は
、
こ
の
勢
い
に
乗
つ
て
、
四
月
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二
八
日
の
労
働
党
臨
時
党
大
会
に
お
い
て
、
三
七
二
万
四
〇
〇
〇
対
一
九
八
万
六
〇
〇
〇
と
い
う
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

対
一
の
大
差
で
、
E
C
脱
退
勧
告
決
議
を
採
択
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
同
じ
時
期
、
下
院
に
お
い
て
は
「
国
民
投
票
法
案
」
が
並
行
し
て
審
議
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
間
題

に
つ
い
て
は
団
結
し
た
労
働
党
が
保
守
党
の
反
対
を
抑
え
、
四
月
一
〇
日
第
二
読
会
を
三
一
二
対
二

四
八
で
通
過
さ
せ
、
技
術
的
な
修
正
を
加
え
た
後
、
五
月
七
日
「
国
民
投
票
法
案
」
は
下
院
を
通
過

し
、
五
月
八
目
女
王
の
裁
可
を
得
て
、
国
民
投
票
が
六
月
五
日
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
正
式
に
決
定

　
　
　
　
（
1
2
）

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
英
国
の
憲
政
史
上
画
期
的
な
「
国
民
投
票
法
案
」
が
予
想
以
上
に

容
易
に
議
会
を
通
過
し
た
主
た
る
理
由
は
、
第
一
に
E
C
残
留
論
者
が
下
院
に
お
い
て
圧
倒
的
な
多

数
を
占
め
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
世
論
が
E
C
残
留
論
に
傾
き
始
め
、
国
民
投
票
を
行
な
つ
て
も
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

利
を
得
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
の
見
通
し
が
つ
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
問
、
国
民
投
票
に
備
え
て
、
朝
野
を
あ
げ
て
猛
烈
な
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
、
個
別
に
独
立
し
て
活
動
し
て
い
た
様
々
な

圧
力
集
団
の
運
動
も
統
一
さ
れ
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
期
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
期
、
ヒ
ー
ス
期
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
積
極
的
な
運
動
が
行
な
わ
れ
、
し
か
も

そ
の
鉾
先
も
審
判
者
た
る
一
般
の
国
民
大
衆
に
直
接
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
反
欧
州
派
の
諸
集
団
は
、
逸
早
く
七
五
年
一
月
七
日
「
全
国

国
民
投
票
運
動
（
N
R
C
）
」
の
下
に
結
集
し
、
親
欧
州
派
の
諸
集
団
も
三
月
二
六
目
「
欧
州
の
な
か
の
英
国
（
B
I
E
）
」
の
下
に
大
同
団
結
し
た
。

両
派
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
残
留
を
勧
告
す
る
政
府
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
、
政
府
の
費
用
で
郵
便
局
を
通
じ
て
公
平
に
全
世
帯
に
配
付

さ
れ
た
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
首
相
を
は
じ
め
三
大
政
党
の
党
首
の
支
持
を
得
、
し
か
も
英
産
業
連
盟
な
ど
か
ら
豊
富
な
資
金
援
助
を
受
け
た
B
I
E

の
大
量
宣
伝
の
前
に
、
N
R
C
は
劣
勢
で
あ
つ
た
。
ま
た
、
『
デ
イ
リ
ー
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
、
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ー
』
な
ら
び
に
一
部
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

方
紙
を
除
い
て
、
大
多
数
の
新
聞
が
積
極
的
に
残
留
の
論
陣
を
張
る
な
ど
、
残
留
派
優
勢
の
ま
ま
国
民
投
票
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
（
二
二
五
九
）



画一4　国民投票期における世論動向（ギャラップ，季問平均値）
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一
二
二
　
　
　
（
一
一
二
六
〇
）

　
か
く
し
て
、
一
九
七
五
年
六
月
五
日
、

英
国
民
は
、
「
あ
な
た
は
英
連
合
王
国
が
欧

州
共
同
体
（
共
同
市
場
）
に
と
ど
ま
る
べ
き

で
あ
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
の
投
票
用
紙

に
、
是
か
否
で
答
え
た
の
で
あ
る
。
国
民

投
票
の
結
果
は
、
投
票
率
六
四
・
五
％
、

有
効
投
票
の
内
訳
は
残
留
六
七
・
二
％
、

脱
退
三
二
・
八
％
で
、
英
国
が
E
C
に
残

留
す
る
こ
と
が
こ
こ
に
決
定
し
た
の
で
あ

る
。

　
二
世
論
動
向

国
民
投
票
期
に
お
け
る
E
C
間
題
に
対

す
る
世
論
の
動
向
を
検
討
す
る
場
合
に
注

意
す
べ
き
こ
と
は
、
間
題
が
、
こ
れ
ま
で

の
「
英
国
は
E
C
に
加
入
す
べ
き
か
否
か
」

か
ら
、
一
九
七
三
年
一
月
以
後
「
英
国
は

E
C
に
と
ど
ま
る
べ
き
か
否
か
」
に
移
つ



た
こ
と
で
あ
る
。

　
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
で
は
、
正
式
加
盟
以
後
「
わ
れ
わ
れ
が
共
同
市
場
に
加
入
し
た
の
は
、
正
し
か
つ
た
と
思
い
ま
す
か
、
あ
る
い
は
誤
つ
て
い
た

と
思
い
ま
す
か
」
と
の
問
い
か
け
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
は
図
ー
4
お
よ
び
表
ー
3
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
加
盟
時
に
お
い
て
は
、
加
盟
は

正
し
か
つ
た
と
す
る
歓
迎
派
が
わ
ず
か
な
が
ら
多
数
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
加
盟
は
誤
つ
て
い
た
と
考
え
る
人
々
が
増
加
し
、
加
盟
一
年

後
の
七
四
年
二
月
の
総
選
挙
時
に
お
い
て
、
歓
迎
二
八
％
に
対
し
て
、
五
八
％
の
人
々
が
加
盟
は
誤
つ
て
い
た
と
答
え
る
よ
う
に
な
つ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
失
望
論
は
、
再
交
渉
の
開
始
と
と
も
に
し
だ
い
に
減
少
し
て
い
つ
た
が
、
加
盟
は
正
し
か
つ
た
と
考
え
る
人
々
が
多
数
を
占
め
る
よ

う
に
な
る
の
は
、
ダ
ブ
リ
ン
の
欧
州
理
事
会
で
再
交
渉
が
終
了
し
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
府
が
E
C
残
留
を
勧
告
し
た
後
の
七
五
年
四
月
ま
で
待
た
ね

ば
な
ら
な
か
つ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
加
盟
は
誤
つ
て
い
た
と
考
え
る
人
々
が
多
数
を
占
め
て
い
た
時
点
に
お
い
て
も
、
英
国
は
無
条
件
で
E
C
を
脱
退
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
人
々
が
多
数
を
占
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
　
一
九
七
四
年
二
月
の
総
選
挙
の
直
後
に
行
な
わ
れ
た
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
の
調
査
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表一32

　問　英国が共同市場に入つているこ

　　　とは喜ばしいことですか，ある

　　　いは残念なことですか。

保　労　　自

47　11　28

34　70　55

19　28　17

全体

27

53

20

い
し
念

ま
　
o
。

喜
残
N

出所：Bo　Sarlvik　et　al。，Britain’l

　　　　Membership　of　the　EEC，

　　　　E％名砂6碑∫0瀦％」げPoだ∫加

　　　　R6s6σπh，No．4，1976，p．85．

欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
菓
国
の
世
論

表一33

　問　次の内あなたの考えに最も近い

　　　ものはどれですか。

　　①現行の条件のまま残留する。

　②残留すべきであるが，条件を

　　変更させることに努力すべきで

　　ある。

　　③条件を変更すべぎであり，改

　　善されない場合は脱退すべきで

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

現
残
更
る
条
さ
る
無

　
　
　
　
　
　
善
あ

　
　
　
　
　
③
　
　
　
④ 条件で脱退すべきである。

労

2

保

24

全体

11／48

墓／62

、6｝4・

①
②
③
④

　　　　9鍛62器ll
　　　　④16｝4・9221：

　　　　N．0．11　998
≡三　出所：Bo　Sarlvik　et　al．，∫房威，P．86．

カ
こ
の
こ
と
を
よ

く
表
わ
し
て
い

（
1
5
）る

。
表
ー
32
、
表

ー
3
3
が
示
す
ご
と

く
、
加
盟
を
残
念

な
こ
と
と
思
う
人

々
が
五
三
％
を
占

め
て
い
た
時
点
に

（
一
ゴ
エ
ハ
一
）



　
　
　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
（
二
壬
ハ
ニ
）

お
い
て
、
無
条
件
に
E
C
か
ら
の
脱
退
を
主
張
す
る
人
々
は
わ
ず
か
一
六
％
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
現
行
の
条
件
の
ま
ま
残
留
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
答

え
た
人
々
も
二
％
と
少
な
か
つ
た
が
、
残
留
に
力
点
を
置
く
人
々
は
四
八
％
と
、
脱
退
も
辞
さ
な
い
人
々
（
四
一
％
）
を
抑
え
て
い
た
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
重
要
な
こ
と
は
六
二
％
の
人
々
が
加
盟
条
件
の
再
交
渉
を
望
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
二
月
の
総
選
挙
で
投
票
し
た
政
党
別
に
み

る
と
、
労
働
党
に
投
票
し
た
人
々
は
、
圧
倒
的
に
加
盟
を
残
念
に
思
い
、
加
盟
条
件
の
変
更
を
求
め
、
改
善
が
み
ら
れ
な
い
場
合
に
は
脱
退
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
人
々
が
最
も
多
く
、
無
条
件
脱
退
派
を
加
え
る
と
五
八
％
が
脱
退
論
に
傾
い
て
い
た
。
さ
ら
に
、
労
働
党
が
主
張
す
る
再
交

渉
を
六
七
％
が
求
め
て
お
り
、
党
の
政
策
が
支
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
方
、
保
守
党
に
投
票
し
た
人
々
の
中
で
は
、
加
盟
を
喜
ば
し

い
も
の
と
と
ら
え
、
残
留
を
求
め
る
主
張
も
強
い
が
、
五
八
％
が
再
交
渉
を
求
め
て
お
り
、
再
交
渉
は
必
要
な
し
と
す
る
保
守
党
の
政
策
と
の
相

違
を
み
せ
て
い
た
こ
と
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
自
由
党
に
投
票
し
た
人
々
の
場
合
は
、
自
由
党
が
一
貫
し
て
加
盟
論
で
あ
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
加
盟
に
対
す
る
失
望
を
表
明
す
る
人
々
が
労
働
党
に
投
票
し
た
人
々
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
多
数
を
占
め
、
七
〇
％
が
再

交
渉
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
加
盟
失
望
論
が
最
も
多
か
つ
た
一
九
七
四
年
春
の
時
点
に
お
い
て
も
、
国
民
の
多
数
は
、
現

行
の
加
盟
条
件
に
満
足
せ
ず
条
件
の
再
交
渉
を
求
め
て
い
た
が
、
E
C
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
調
査
で
も
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
七
四
年
八
月
以
後
行
な
わ
れ
た
「
わ
れ
わ
れ
が
共
同

市
場
に
と
ど
ま
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
明
目
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
投
票
し
ま
す
か
、
あ
る
い
は
投
票
し

ま
せ
ん
か
（
第
一
問
）
」
と
の
質
間
に
対
す
る
解
答
結
果
を
み
る
か
ぎ
り
、
脱
退
論
が
強
く
、
残
留
論
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
つ
た
の
は
、
七
五

年
三
月
以
後
の
こ
と
で
あ
る
（
表
ー
3
4
参
照
）
。
し
か
し
こ
の
結
果
は
誤
解
を
招
ぎ
や
す
い
。
同
時
に
行
な
わ
れ
た
「
も
し
政
府
が
、
共
同
市
場
加

盟
に
つ
い
て
新
し
い
条
件
を
再
交
渉
し
、
英
国
が
と
ど
ま
る
こ
と
が
英
国
の
利
益
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
投
票
し
ま

す
か
、
あ
る
い
は
投
票
し
ま
せ
ん
か
（
第
二
問
）
」
と
の
質
問
に
対
し
て
は
、
同
じ
解
答
者
が
二
対
一
以
上
の
多
数
で
残
留
に
投
票
す
る
と
、
一

九
七
四
年
八
月
の
時
点
に
お
い
て
も
答
え
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
そ
の
後
も
変
ら
な
か
つ
た
（
表
1
34
参
照
）
。
要
す
る
に
、
英
国
が
E
C
に
と
ど



表一34

　問　第一問（ギャヲップ，％）

一　1　　　　1974．8　　　11　　　　1975．1　　　3

5
7
7
1

4
　
3
　
　
　
1

、

3
　
1
　
2
　
4

3
　
4
　
1
　
噌
⊥

3
　
ー
　
ウ
“
　
4

Q
U
　
4
　
噌
⊥
　
－

表一36

　問　あなたが店で購入するものの価格

　　　上昇の主たる責任は何にあると思

　　　いますか（ORC，％）。

　
　
　
　
　
問

　
　
　
　
　
二

留
退
権
鼠
　
第

残
脱
棄
n
　
問

0
　
7
　
3
　
A
U

Q
σ
　
4
　
1
　
噌
⊥

1975．6

9
　
4
　
ワ
‘
　
6
　
3

イ
⊥
　
6
　
4
　
1
　
1

63

20

4
1
3

53

22

6
1
9

7
2
7
4

F
D
　
ウ
創
　
　
　
帽
⊥

4
4
5
7

F
D
　
n
乙

1973．7

噌
⊥
　
9
　
F
D
　
l
　
F
D

F
D
　
4
　
2
　
2
　
1

留
退
権
K

残
脱
棄
n

共同市場

世界的な価格高騰

労働組合

生産者，企業

仲買い，小売業者

欧
州
共
同
体
加
盟
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題
と
英
国
の
世
論

出所：Roger　Jowell　and　Gerald　Hoin

　　　　ville（e（1sく〉，oρ．o∫ム，p．34．

出所：George　E．Gallup（ed．）oゆ。oπ．，

　　　　VoL2，pp．1342，1371－72，1386，

　　　　1391－92より作成。

表一35

　　第一問（ギャラップ，1975年1月

　　　　　15－20目，％）

自労保全体

7
　
0
Q
　
1
　
4

3
　
3
　
1
　
1

1
　
1
　
4
　
4

2
　
F
D
　
ー
　
イ
⊥

2
9
9
0

F
D
　
n
乙
　
　
　
イ
⊥

3
　
1
　
2
　
4

3
　
4
　
噌
⊥
　
－

留
退
権
K

残
脱
棄
n

第二問

0
1
4
5

盗
U
　
ウ
甜
　
　
　
－

8
7
4
1

4
　
2
　
　
　
2

3
6
7
4

6
　
1
　
　
　
¶
∴

3
　
2
　
6
　
9

5
　
2
　
　
　
噌
⊥

留
退
権
K

残
脱
棄
D

出所：Philip　Goodhart，形〃・1％4γ’64

　　　　Co％s召π，London，Davis・Poynter

　　　　1976，p．147．

ま
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
脱
退
す
べ
き
か
と
い
う
間
題
に
対
す
る
国
民
の
態
度
は
、
再
交
渉

の
結
果
と
政
府
が
国
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
勧
告
す
る
か
に
か
か
つ
て
い
た
と
い
え
よ

（
1
6
）う

。
支
持
政
党
別
に
み
る
と
（
表
ー
35
参
照
）
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
労
働
党
支
持
者
お
よ
び

自
由
党
支
持
者
に
顕
著
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
結
局
、
七
五
年
三
月
一
一
日
ダ
ブ
リ
ン
で
再
交
渉
が
完
了
し
、
三
月
一
八
日
労
働
党
政
府

が
英
国
の
残
留
を
国
民
に
勧
告
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
国
民
の
残
留
論
の

優
位
が
確
定
し
、
国
民
投
票
の
結
果
と
な
つ
て
表
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
最
大
の
争
点
で
あ
つ
た
E
C
加
盟
と
物
価
上
昇
と
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
「
物
価
上
昇
の

原
因
は
英
国
が
E
C
に
加
盟
し
た
た
め
で
は
な
く
、
食
料
・
原
料
の
世
界
的
な
価
格
高
騰
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
（
一
三
六
三
）



　
　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
（
二
壬
ハ
四
）

あ
る
」
と
い
う
残
留
派
の
主
張
が
最
終
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
表
ー
3
6
参
照
）
。
　
一
九
七
三
年
一
〇
月
以
後
の
い
わ
ゆ
る
「
石
油

危
機
」
は
、
英
国
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
E
C
加
盟
に
よ
つ
て
英
国
が
期
待
し
た
利
益
を
帳
消
し
に
し
た
が
、
皮
肉
に
も
、
物
価
高
騰
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

最
大
の
原
因
が
E
C
加
盟
で
は
な
い
こ
と
を
英
国
民
に
認
識
せ
し
め
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　
三
　
国
民
投
票
の
分
析

　
国
民
投
票
の
投
票
率
は
六
四
．
五
％
で
あ
り
、
過
去
五
回
の
総
選
挙
の
投
票
率
と
比
較
し
て
七
－
一
四
％
も
低
く
、
最
も
近
い
一
九
七
四
年
一

〇
月
の
総
選
挙
と
比
べ
て
も
、
八
・
三
％
低
下
し
て
い
る
（
表
1
3
7
参
照
）
。
こ
の
よ
う
に
投
票
率
の
低
下
を
招
い
た
主
た
る
原
因
と
し
て
は
、
総

表一37投票率の推移

　　総選挙
　　　　1964．10．15　　　　　　　　　　　77．1％

　　　　1966・3・31　　　　75．8％

　　　　1970．　6．18　　　　　　　　　72．og6

　　　　1974．　2．28　　　　　　　　　　78。8％

　　　　1974・10。10　　　　72．8％

　　国民投票

　　　　1975．6．5　　　　　64．5％

　出所：F．W．S．Craig，β7’≠’sh　E！60凄o勉」勲o∫s

　　　1885－1975，London，Macmillan，3rd　ed，，

　　　1976，p．77．

表一38　地域別投票率の比較

　差

一8．3

鴎投票総選挙（74…）

　64．5（％）　　　72．8英国全体

イングランド　　　64．6　　　　72．5　　　－7．9

ウェールズ　　　66．7　　　76。6　　　－9．9

スコットランド　61．7　　　74．8　　　－13．1

コヒアイルランド　　47．4　　　　67．7　　　－20．3

出所：F．W．S．Craig，弼4．，p．77，David　Butler

　　　and　Uwe　Kitzinger，oρ．o鉱，p．266より作成。

残留　　　脱退

67．2（％）　　32。8

68．7　　　　31．3

66．5　　　　33．5

58．4　　　　　41．6

52．1　　　　47．9

表一39　有効投票の内訳

　英国全体

イングランド

ウェールズ

スコットランド

北アイルランド

出所：David　Butler　and　Uwe　Kitzinger，♂房4，

　　　　p．266より作成。



投票しない，投票するカ
どうかわからない

　　　23（％）

　　　37

　　　31

（差）

＋53（％）

十7

十27

脱退

12（％）

28

21

残留

65（％）

35

48

表一40

党
党
党

守
働
由

保
労
自

支
持
政
党

32

35

2
　
7

n
乙
　
n
乙

十
　
十

23

19

45

46
性
性

男
女

性

38

25

33

37

十22

十23

十25

十25

20

26

21

19

42

49

46

44

25

23

42

十41

十20

十12

17

22

23

58

42

35

18－35才

35－44才

45－54才

55才以上

A，B，Cl

　C2
D，E

年
令

欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論

階
　
級

出所l　David　Butler　and　Uwe　Kitzinger，oρ・oJちP・252・

選
挙
と
比
べ
て
E
C
間
題
に
対
す
る
国
民
の
関
心
が
薄
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
が
、
総
選
挙
時
に
お
い
て
あ
ま
り
投
票
に
熱
心
で
な
い
有
権
者
を
投
票
所

に
駆
り
出
す
各
政
党
の
地
方
組
織
の
活
発
な
行
動
が
、
今
回
の
国
民
投
票
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

は
な
か
つ
た
こ
と
も
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
棄
権
を
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
抗
議
の
意
を
表
明
し
た
人
々
は
わ
ず
か
一
％
と
、
投
票
率
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

低
下
要
因
と
し
て
は
重
要
で
は
な
か
つ
た
。
地
域
別
の
投
票
率
を
前
回
の
総

選
挙
と
比
較
す
る
と
、
表
1
3
8
の
ご
と
く
な
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
有
権
者
の
五
二
・
六
％
が
棄
権
し
、
投
票
率
は
、
七
四
年

一
〇
月
の
総
選
挙
と
比
べ
て
二
〇
・
三
％
も
低
下
し
、
七
三
年
三
月
八
目
の

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
英
国
残
留
問
題
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
の
投
票
率
五
八
・

七
％
と
比
較
し
て
も
一
一
・
三
％
も
低
く
な
つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
投
票
結
果
を
検
討
す
る
と
、
英
国
全
体
と
し
て
は
、
有
効
投
票
の
六
七
・

二
％
が
残
留
、
三
二
・
八
％
が
脱
退
で
、
二
対
一
以
上
の
大
差
で
E
C
残
留

を
支
持
す
る
人
々
が
多
数
を
占
め
た
の
で
あ
る
。
地
域
別
に
み
る
と
、
表
1

39

が
示
す
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
お
よ
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
脱
退
論

が
依
然
と
し
て
根
強
い
が
、
す
べ
て
の
地
域
に
お
い
て
残
留
派
が
多
数
を
占

め
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
民
投
票
の
結
果
に
最
も
近
い
最

終
予
想
を
た
て
た
ギ
ャ
ラ
ッ
ブ
社
の
調
査
に
表
わ
れ
た
支
持
政
党
別
、
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
（
一
三
六
五
）



表一41　全有権者の態度の内訳（％）

　　　　　　　　1残留脱退棄権
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論

43．3　　21．2　　35．5

44．4　　20．2　　35．4

43．4　　22．3　　33．3

36。0　　25．7　　38．3

24．7　　22．7　　52．6

　英国全体

イングラソド

ウェールズ

スコットランド

北アイルランド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

て
か
な
り
低
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
（
一
三
六
六
）

　
的
特
性
別
に
よ
る
国
民
の
態
度
を
み
る
と
、
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
残
留
派
が
多
数
を
占
め
た
こ
と

　
が
わ
か
る
（
表
1
4
0
参
照
）
。
労
働
党
政
府
か
ら
残
留
を
、
労
働
党
か
ら
は
脱
退
を
勧
告
さ
れ
た
労
働
党
支
持
者

　
に
は
戸
惑
い
が
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
残
留
論
が
多
数
を
占
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
傾
向
と
異
な

　
る
こ
と
は
、
残
留
論
が
男
性
よ
り
も
女
性
に
多
く
、
若
い
年
令
層
の
残
留
論
が
他
の
世
代
よ
り
も
低
い
こ
と
で

　
あ
る
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
、
投
票
率
と
有
効
投
票
の
内
訳
を
結
び
つ
け
て
考
え
る
と
、
英
国
の
全
有
権
者
の
E
C
問
題

　
に
対
す
る
態
度
は
表
1
4
1
の
よ
う
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
英
国
の
E
C
残
留
を
支
持
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
人
々
は
有
権
者
の
四
三
・
三
％
で
あ
り
、
有
権
者
の
過
半
数
を
割
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
、
一
九

　
七
二
年
に
国
民
投
票
に
よ
つ
て
E
C
加
盟
を
決
定
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
お
よ
び
デ
ン
マ
ー
ク
の
結
果
と
比
較
し

し
か
も
地
域
別
に
み
た
場
合
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
お
よ
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
残
留
支
持
よ
り
も
棄
権
し
た

人
々
の
方
が
多
か
つ
た
こ
と
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
U
”
〈
置
切
暮
一
霞
勢
＆
O
名
Φ
囚
一
欝
日
碧
び
8
謹
N
㎏
団
斬
肉
艦
ミ
§
§
ミ
、
U
o
＆
o
詳
冨
毬
ヨ
さ
馨
」
O
刈
ρ
℃
マ
曽
ー
譲
参
照
。

（
2
）
　
男
≦
D
ω
．
0
3
一
堕
切
ミ
馬
罫
O
§
塁
ミ
史
鴇
欺
§
§
蕊
敷
霧
ミ
⇔
這
も
や
這
憶
ト
魯
。
匙
‘
箸
」
8
ム
9
参
照
。

（
3
）
　
一
九
七
四
年
二
月
の
総
選
挙
の
選
挙
演
説
に
お
い
て
E
C
加
盟
を
擁
護
し
た
保
守
党
候
補
者
は
二
二
％
に
と
ど
ま
り
、
自
由
党
候
補
者
の
場
合
も
E
C
擁
護
論
は
一

　
交
渉
に
つ
い
て
些
二
％
と
低
く
、
E
C
問
題
は
争
点
と
な
つ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
U
p
く
置
ω
暮
一
段
”
邑
U
9
艮
ω
閤
”
奉
轟
瞬
F
↓
謹
切
蔦
妹
焼
息

　
曼
禽
識
§
気
隷
ミ
軸
ミ
倦
這
閃
ト
■
o
且
o
p
竃
鶏
ヨ
崖
”
p
這
蓉
窓
●
臼
－
臼
参
照
。

（
4
）
　
U
奨
崔
切
呉
一
R
”
⇒
ユ
d
話
φ
函
津
N
ぎ
鴨
5
魯
。
無
罰
℃
P
ω
㌣
認
参
照
。

（
5
）
閏
。
譲
●
ω
’
O
疑
巴
鯨
愚
●
無
、
●
｝
マ
“
爲
。

（
6
）
U
o
＜
一
α
閃
5
一
霞
簿
民
U
①
馨
一
ω
函
薯
帥
昌
囲
F
8
ミ
切
、
ミ
罫
O
§
ミ
ミ
題
象
識
§
職
9
、
＆
ミ
這
ミ
噛
い
o
区
o
P
鼠
碧
急
一
一
”
昌
し
O
揖
P
鴇
㎝

　
E
C
問
題
に
対
す
る
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
候
補
者
は
約
四
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。

一
％
、
再

O
偽
醤
偽
讐
ミ

に
よ
れ
ば
、



1974年10月の総選挙における

候補者の演説テーマ（％）

自
2
詔
膚

労
　
8
0
1
15

保
　
一
27
一

国民投票支持

EC加盟支持

EC加盟反対

（
7
）
q
ミ
醤
昏
＄
謡
℃
国
’
鍔
ω
●
O
‘
一
零
9

（
8
）
　
再
交
渉
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
U
四
〈
置
ω
暮
一
雪
”
且
q
名
Φ
固
9
日
磯
R
℃
o
サ
亀
計
o
富
樽
R
鱒
に
詳
し
い
。
ま
た
、
E
C
分
担
金
の
修
正
に
つ
い
て
は
、
甘
び
昌

界
U
＆
ω
名
o
詳
F
国
貫
8
①
目
O
o
ヨ
ヨ
β
巳
な
固
ロ
き
9
躍
”
》
昌
＞
轟
牙
巴
ω
o
隔
9
Φ
O
呂
一
置
＞
日
。
＆
ヨ
魯
“
冒
ミ
醤
ミ
毫
9
ミ
ミ
§
§
誌
職
切
ミ
無
参

　
＜
o
一
9
一
轟
矯
Z
o
●
b
o
篭
U
①
8
ヨ
げ
震
ご
刈
q
が
あ
る
。

（
9
）
　
『
世
界
週
報
』
一
九
七
五
年
三
月
二
五
日
、
一
一
頁
。

（
1
0
）
　
O
ミ
蕊
猟
8
8
讐
国
．
ピ
φ
9
鷺
一
零
9

（
1
1
）
　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
府
は
、
再
交
渉
を
成
功
と
い
い
、
労
働
党
書
記
局
（
ト
ラ
ソ
ス
ポ
ー
ト
・
ハ
ウ
ス
）
は
そ
れ
を
失
敗
と
み
な
し
た
が
、
両
者
の
見
解
相
違
に
つ
い
て
は
、
北

　
西
允
前
掲
『
国
際
問
題
』
一
九
頁
に
詳
し
い
。

（
12
）
　
「
国
民
投
票
法
案
」
の
立
法
過
程
に
つ
い
て
は
、
℃
霞
一
甘
0
8
き
鴛
“
愚
●
驚
罰
o
鼠
讐
段
S
U
ミ
箆
ω
5
一
震
き
q
q
≦
Φ
民
一
言
一
昌
鴨
び
愚
。
9
ン
9
8
8
吋
ω

　
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
3
）
　
U
餌
く
一
α
切
暮
一
R
餌
昌
住
d
零
o
内
一
9
言
西
Φ
吋
し
ミ
魯
℃
㌻
零
爲
参
照
。

（
M
）
　
国
民
投
票
前
に
お
け
る
圧
力
集
団
お
よ
び
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
動
き
に
つ
い
て
は
勺
三
一
昼
O
o
a
『
貰
“
o
サ
職
ト
”
畠
”
宮
R
o
o
9
一
ρ
U
帥
く
箆
】
ど
二
R
”
区
q
≦
o

　
匿
尽
言
筑
R
嵐
ミ
野
9
”
宮
R
令
O
に
詳
し
い
。

（
15
）
切
。
ω
匿
≦
ぎ
一
く
。
構
9
箔
①
、
冒
ヨ
8
≧
ざ
且
》
導
ぎ
曙
閃
。
き
田
富
ぎ
．
の
竃
Φ
B
げ
霞
ω
圧
℃
。
P
ぽ
国
国
o
”
》
ギ
＆
一
Φ
。
｛
固
。
g
。
邑
o
営
三
。
霧

　
冒
島
o
ω
冥
一
凝
o
h
這
置
ー
且
け
げ
”
剛
o
の
房
R
一
讐
8
爵
①
幻
9
段
①
＆
仁
β
肉
ミ
魯
鴨
§
瀞
ミ
醤
ミ
亀
き
、
ミ
ら
ミ
尋
旨
ミ
茎
2
ρ
合
一
〇
鍔
窓
●
o。
o。
山
一
〇。
・

（
1
6
）
幻
。
げ
①
詳
ω
冨
嘗
①
量
冨
区
R
昌
昼
評
呂
。
○
宜
巳
8
”
＆
浮
Φ
幻
9
R
窪
伍
q
β
§
恥
ぎ
ミ
静
ミ
曾
ミ
牒
ミ
薗
＜
9
参
z
p
一
・
冒
昌
”
q
，
竃
畦
9

　
一
零
9
マ
oo
ω
参
照
。

（
17
）
　
冒
ヨ
Φ
ω
ω
需
暮
ρ
魯
‘
ミ
こ
づ
マ
o。
一
℃
認
山
α
参
照
。

　
　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
（
二
三
ハ
七
）



（
18
）

（
B
）

（
2
0
）

（
21
）

欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論

四
〇
　
　
（
一
三
六
八
）

蜜
臼
旨
日
O
o
崔
ロ
9
を
ぎ
＜
9
a
白
富
“
ぼ
幻
轟
簿
甘
名
o
一
一
四
且
O
g
巴
畠
国
o
冒
く
筥
①
（
＆
ε
魯
も
鋒
リ
マ
虐
参
照
。

鼠
”
旨
首
O
o
臣
拐
し
ミ
罫
質
逡
参
照
。

五
万
四
五
四
〇
票
の
無
効
票
が
あ
り
、
こ
れ
は
有
権
者
総
数
の
○
・
一
二
弩
を
占
め
る
が
、
結
果
に
重
大
な
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い
の
で
計
算
に
は
入
れ
て
い
な
い
。

E
C
に
加
盟
す
べ
き
か
否
か
を
め
ぐ
つ
て
、
一
九
七
二
年
に
他
の
欧
州
諸
国
で
行
な
わ
れ
た
国
民
投
票
の
結
果
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

国別国民投票の比較

全有権者に占める割合有効投票の内訳

反対
　12．1

　42，4

　33．9

賛成
　58．9

　36．8

　57。1

反対
17

53．5

37．6

賛成
83

46．5

63．4

投票率

71（％）

79．2

90、1

21．2《3．332．867．264．5

アイルラソド

ノルウェー

アンマーク

英　　国
（1975年6月）

出所：Toivo　Miljan，丁馳R6」％o舷窺E％〆ρρ6σ％s，London，

　　　C．Hurst　and　Company，1977，pp．185，213，伊藤勝

　　　美，r比較法政』3号，p．34より作成。

六
結

語

最
後
に
、
以
上
の
考
察
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
つ
た
、
こ
の
一
四
年
間
に
お
け
る
英
国
の
E
C
加
盟
間
題
を
め
ぐ
る
英
国
の
世
論
に
つ
い
て
整



理
し
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
、
世
論
の
大
き
な
流
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
英
国
民
の
態
度
は
一
貫
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
大
き
く
揺
れ
動
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
つ
た
。
つ
ま
り
、
一
九
六
一
年
か
ら
六
七
年
五
月
ま
で
の
時
期
に
お
い
て
は
加
盟
支
持
者
が
多
数
を
占
め
て
い
た
が
、
六
七
年
五
月
以

後
一
転
し
て
加
盟
に
反
対
す
る
人
々
が
多
数
と
な
り
、
加
盟
交
渉
の
妥
結
を
経
て
、
七
三
年
一
月
の
正
式
加
盟
時
に
お
い
て
賛
否
が
ほ
ぼ
同
数
と

な
つ
た
。
正
式
加
盟
後
不
満
が
ふ
た
た
び
高
ま
つ
た
が
、
加
盟
条
件
の
再
交
渉
を
経
て
加
盟
継
続
派
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
七
五
年
六

月
の
国
民
投
票
の
結
果
と
な
つ
て
表
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
政
府
と
世
論
と
の
関
係
を
み
る
と
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
以
後
歴
代
の
政
府
は
E
C
加
盟
政
策
を
追
求
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
E
C

政
策
が
国
民
多
数
の
支
持
を
得
て
い
た
の
は
、
マ
ク
、
・
・
ラ
ン
政
府
と
国
民
投
票
期
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
府
だ
け
で
あ
つ
た
。
加
盟
交
渉
時
に
お
け
る

ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
府
な
ら
び
に
ヒ
ー
ス
政
府
の
E
C
政
策
は
、
国
民
の
支
持
を
失
つ
て
お
り
、
国
民
の
意
向
に
反
す
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
政
府
に

よ
つ
て
強
引
に
押
し
進
め
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
政
府
の
世
論
に
対
す
る
影
響
は
、
七
一
年
七
月
の
「
加
盟
白
書
」
お
よ
び
七
五
年
三
月
に
「
残

留
白
書
」
後
の
状
況
を
み
る
か
ぎ
り
顕
著
な
も
の
で
あ
つ
た
が
、
他
の
時
期
に
お
い
て
は
政
府
の
影
響
を
見
い
出
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な

い
。
他
方
、
世
論
の
政
府
に
対
す
る
影
響
は
、
ヒ
ー
ス
期
の
よ
う
に
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。

　
第
三
に
、
支
持
政
党
と
E
C
問
題
に
対
す
る
国
民
の
態
度
と
の
関
係
も
複
雑
な
変
化
を
遂
げ
た
。
保
守
党
は
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
以
後
一
貫
し
て
E

C
加
盟
論
が
党
内
の
大
勢
を
占
め
、
保
守
党
支
持
者
も
、
三
大
政
党
の
支
持
者
の
中
で
最
も
積
極
的
に
加
盟
を
支
持
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
よ
う
な
保
守
党
支
持
者
も
、
労
働
党
政
府
に
よ
る
加
盟
申
請
に
対
し
て
、
党
の
方
針
と
は
逆
に
、
そ
の
多
数
が
反
対
に
回
り
、
し
か
も
、

そ
の
よ
う
な
反
対
論
は
保
守
党
政
府
に
よ
る
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
後
で
も
優
勢
で
、
加
盟
賛
成
論
が
ふ
た
た
び
多
数
を
占
め
た
の
は
「
加
盟
白

書
」
の
発
行
後
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
政
権
の
交
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
留
論
が
多
数
を
占
め
続
け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働
党

の
E
C
政
策
は
、
「
ゲ
イ
ッ
ケ
ル
の
加
盟
五
条
件
」
以
来
、
原
則
的
に
は
E
C
加
盟
に
賛
成
し
な
が
ら
も
加
盟
条
件
を
問
題
と
し
、
野
に
下
つ
た
時
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期
に
は
保
守
党
政
府
の
加
盟
条
件
に
反
対
し
続
け
、
自
党
の
政
府
が
再
交
渉
を
行
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
投
票
に
際
し
て
は
脱
退
を
勧

告
し
た
の
で
あ
る
。
労
働
党
支
持
者
の
多
数
の
態
度
は
、
反
対
か
ら
賛
成
へ
、
ふ
た
た
び
反
対
か
ら
残
留
へ
と
大
き
く
揺
れ
動
き
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン

の
態
度
と
同
じ
変
化
を
み
せ
た
。
こ
の
事
実
は
、
保
守
党
の
場
合
と
比
較
し
て
、
労
働
党
支
持
者
の
方
が
党
首
の
意
向
に
影
響
を
受
け
易
か
つ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
党
内
を
ま
と
め
る
た
め
に
、
党
内
の
議
員
な
ら
び
に
党
支
持
者
の
大
勢
の
意
向
を
受
け
入
れ
ざ
る

を
得
な
か
つ
た
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
自
由
党
は
、
保
守
党
よ
り
も
早
い
段
階
か
ら
E
C
加
盟
を
主
張
し
、
一
貫
し

て
加
盟
論
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
自
由
党
支
持
者
の
多
く
は
労
働
党
支
持
者
ほ
ど
消
極
的
で
は
な
か
つ
た
が
、
保
守
党
支
持
者
ほ
ど
加
盟
に
積
極

的
で
な
か
つ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
自
由
党
が
政
権
に
携
わ
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
政
策
が
国
民
の
眼
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
か
つ
た
こ
と
に

主
な
原
因
が
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
四
に
、
E
C
加
盟
に
対
す
る
歴
代
政
府
の
意
図
は
主
と
し
て
政
治
的
な
も
の
に
あ
つ
た
の
に
反
し
、
国
民
が
態
度
を
決
定
す
る
上
で
最
も
重

要
な
判
断
材
料
と
な
つ
た
の
は
、
常
に
加
盟
に
と
も
な
う
経
済
的
影
響
で
あ
つ
た
。
と
く
に
、
日
々
の
生
活
と
直
結
す
る
食
料
品
の
価
格
が
高
騰

す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
、
英
国
民
を
し
て
E
C
加
盟
に
消
極
的
な
態
度
を
と
ら
せ
た
最
大
の
理
由
で
あ
つ
た
。
国
民
の
関
心
は
、
世

界
に
お
け
る
英
国
の
地
位
と
い
つ
た
政
治
間
題
よ
り
も
、
物
価
、
失
業
な
ど
の
経
済
間
題
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
物
価
の
高

騰
に
最
も
影
響
を
受
け
や
す
い
貧
し
い
労
働
者
階
級
、
家
計
を
預
か
る
主
婦
、
年
金
な
ど
で
生
活
す
る
年
令
の
高
い
世
代
に
、
こ
の
傾
向
を
顕
著

に
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
第
五
に
、
地
域
別
に
み
る
と
、
E
C
加
盟
論
は
英
国
の
中
心
部
で
あ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
強
く
、
周
辺
部
で
あ
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
反
対
論
も
根
強
く
、
国
民
投
票
に
お
け
る
大
量
の
棄
権
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
、
E
C
に
対
す
る
冷
や
か
な
態
度
が

み
ら
れ
た
。
こ
の
間
題
は
、
一
九
七
〇
年
六
月
の
総
選
挙
以
来
、
顕
著
と
な
つ
た
地
域
政
党
の
全
国
議
会
へ
の
登
場
と
い
う
間
題
と
と
も
に
、
今

後
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。



　
と
も
あ
れ
、
英
国
民
は
み
ず
か
ら
の
手
に
よ
つ
て
英
国
が
E
C
に
残
留
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
国
民
の
判
断
は
素
人
の
判
断
で
あ
る
。

素
人
の
判
断
は
、
往
々
に
し
て
長
期
的
展
望
を
欠
き
、
近
視
眼
的
で
、
情
緒
的
で
あ
り
、
必
ず
し
も
客
観
的
事
実
に
基
づ
い
た
合
理
的
な
も
の
で

は
な
い
こ
と
は
、
こ
の
調
査
で
も
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
玄
人
で
あ
る
べ
ぎ
政
治
家
な
ら
び
に
専
門
家
の
意
見
が
分
裂
し
て
い
た

た
め
に
、
結
局
、
素
人
の
判
断
で
最
終
的
結
着
を
つ
け
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
素
人
が
下
し
た
決
定
が
果
し
て
正
し
か
つ
た
の
か
、

あ
る
い
は
誤
つ
て
い
た
の
か
は
、
ま
だ
答
え
の
出
せ
る
間
題
で
は
な
い
。

　
〔
付
記
〕
　
本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
慶
鷹
義
塾
大
学
学
事
振
興
資
金
に
よ
る
研
究
補
助
な
ら
び
に
駐
目
E
C
委
員
会
代
表
部
の
研
究
補
助
を
受
け
た
こ
と
を

記
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
最
後
に
、
私
事
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
本
稿
執
筆
中
に
敬
愛
す
る
兄
、
田
中
紀
彦
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
助
教
授
）
を
病
の
た
め
失
っ
た
。
専
門
は
異
な

る
が
、
私
が
学
究
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
つ
た
の
も
兄
の
影
響
が
頗
る
大
で
あ
つ
た
。

　
本
稿
を
兄
の
霊
に
捧
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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昭
和
五
二
年
九
月
二
五
日
稿
）
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